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ホームページでも、公開しています。

　CDCが妊娠中および授乳中の人へのCOVID-19ワクチンの影響についての情報を提示している（1）。大変興味深い内容で

あるため、そのポイントを紹介する。

■知っておくべきこと
●COVID-19ワクチン接種は、妊娠中、授乳中、現在妊娠しようとしている人、または将来妊娠する可能性のある人を含む、

12歳以上のすべての人に推奨される。

●妊娠中のCOVID-19ワクチン接種の安全性と有効性に関するエビデンスは増加している。これらのデータは、COVID-19

ワクチンを接種することの利点が、妊娠中のワクチン接種の既知または潜在的なリスクを上回ることを示唆している。

●現在、COVID-19ワクチンを含む、如何なるワクチンも女性または男性で受胎能力に問題を引き起こすというエビデンスは

ない。

 

■妊娠中および妊娠早期の妊婦とCOVID-19の重症化リスク
　妊娠中および妊娠早期の妊婦がCOVID-19によって重症化するリスクは全体的には低いものの、妊娠していない人 と々比較

すると重症化リスクが高い。また、COVID-19の妊婦は、COVID-19のない妊婦と比較して、早産のリスクが高く、他の有害な

妊娠転帰のリスクも高い可能性がある。

■妊娠中のCOVID-19ワクチン接種の安全性と有効性に関するデータ
　妊娠中のCOVID-19ワクチン接種の安全性と有効性に関するデータは、COVID-19ワクチンを接種することの利点が、妊娠中の

ワクチン接種の既知または潜在的なリスクを上回ることを示唆している。

●動物実験では安全性の懸念は見つからなかった。妊娠前または妊娠中にModerna、Pfizer-BioNTech、またはJohnson＆

Johnson（J＆J）／Janssen COVID-19ワクチンを接種された動物の研究では、妊娠中の動物またはその赤ちゃんに安全性

の懸念はみられなかった。

●J＆J／Janssen COVID-19ワクチンと同じワクチンプラットフォーム（開発方式）を使用した過去の臨床試験では、妊娠に

関連する有害性はみられなかった。同じウイルスベクターを使用するワクチンが、すべての妊娠トリメスターの妊婦に接種され

ており、これには大規模なエボラワクチン接種試験も含まれている。これらの試験では、妊娠に関連する有害性（赤ちゃん

に影響を与える有害な結果を含む）はワクチン接種と関連していなかった。
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●COVID-19ワクチンは、COVID-19を引き起こす生ウイルスが含まれていないので、妊婦や赤ちゃんを含め、誰にも感染を

引き起こすことはない。

●妊娠中にmRNA COVID-19ワクチン（ModernaまたはPfizer-BioNTech）を接種することの安全性に関する初期のデータは

心強いものである。

①CDCは、妊娠中にmRNA COVID-19ワクチンを接種することの安全性に関する最初の米国のデータを発表した。これら

の初期のデータでは、予防接種を受けた妊婦や赤ちゃんに安全上の懸念はみられなかった（2）。

②別の報告では、妊娠20週間前に予防接種を受けた妊婦を調べたが、mRNA COVID-19ワクチンを接種した妊婦での

流産のリスクの増加はみられなかった（3）。

●初期のデータは、妊娠中にmRNA COVID-19ワクチンを接種すると感染のリスクが低下することを示唆している。イスラエル

の最近の研究では、mRNA COVID-19ワクチンを接種した妊婦とそうでない妊婦が比較された。その結果、ワクチン接種は

SARS-CoV-2感染のリスクを低下させることが明らかとなった（4）。

●妊婦へのワクチン接種は、赤ちゃんを保護する可能性のある抗体を作り出す。妊娠中にmRNA COVID-19ワクチンを接種

すると、妊娠していない人と同様に、体内でCOVID-19に対する抗体が作り出される。妊婦がmRNA COVID-19ワクチンを

受けた後に産生された抗体が臍帯血で発見された。これは、妊娠中のCOVID-19ワクチン接種が、COVID-19から赤ちゃん

を保護するのに役立つ可能性があることを意味している（5）。

 

■妊婦のためのCDCの推奨事項
　COVID-19ワクチン接種は、妊娠中の人を含む12歳以上のすべての人に推奨される。2回接種を必要とするCOVID-19ワクチン

（Pfizer-BioNTechもしくはModerna COVID-19ワクチン）の1回目接種の後に妊娠したならば、できるだけ多くの保護を得る

ために2回目を接種する。ワクチン接種後に発熱した場合は、アセトアミノフェン（タイレノール®）を服用する。如何なる理由で

あっても、発熱することは妊娠転帰に悪影響を与えるからである。

■母乳育児をしている人々のためのCDCの推奨事項
　COVID-19ワクチン接種は、授乳中の人を含む12歳以上のすべての人に推奨される。COVID-19ワクチンは、母親や赤ちゃんを

含む誰にも感染を引き起こすことはなく、授乳中の人のCOVID-19を予防するのに効果的である。最近の報告によると、

mRNA COVID-19ワクチンを接種した母乳育児中の人の母乳に抗体が含まれており、赤ちゃんを保護するのに役立つ可能性が

ある（5-8）。

■赤ちゃんが欲しい人
　COVID-19ワクチン接種は、12歳以上のすべての人（現在妊娠しようとしている人、将来妊娠する可能性のある人、その

パートナーを含む）に推奨される。
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